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(57)【要約】
【課題】狭帯域光観察時等の特殊光を用いた記録画像で
あっても、簡単に通常観察時の画像の色調に変換して表
示でき、これにより、画像間の比較や各種画像処理の適
用が可能となり、内視鏡診断の精度を向上できる内視鏡
画像表示装置を提供する。
【解決手段】内視鏡から出力される撮像画像を記録した
撮像画像データを読み出し、撮像画像を再生表示する内
視鏡画像表示装置であって、撮像画像データは複数の基
本色成分に対する強度情報を有している。この撮像画像
データの特定色成分の強度を選択的に低減させる強度変
更手段を備えた。内視鏡から出力される撮像画像が記録
された撮像画像データを読み出し、撮像画像を再生表示
する内視鏡画像表示装置であって、撮像画像データの特
定色成分の強度を選択的に低減させる強度変更手段を備
えた。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡から出力される撮像画像を記録した撮像画像データを読み出し、前記撮像画像を
再生表示する内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像データが複数の基本色成分に対する強度情報を有しており、
　前記撮像画像データの特定色成分の強度を選択的に低減させる強度変更手段を備えた内
視鏡画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記特定色成分が青色成分である内視鏡画像表示装置。
【請求項３】
　請求項２記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記青色成分の強度が、波長４００ｎｍ乃至４２０ｎｍの波長帯の光成分の強度を含む
内視鏡画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記強度変更手段が、前記特定色成分に対する強度低減の目標値を任意に設定する入力
部を備えた内視鏡画像表示装置。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか１項記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記強度変更手段が、前記特定色以外の少なくともいずれかの基本色に対する強度を前
記特定色成分の強度低減の目標値とする内視鏡画像表示装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像データが、前記複数の基本色成分の強度の情報と、該撮像画像データに対
する撮像条件の情報とを含んで構成され、
　前記強度変更手段が、前記撮像条件に対応して前記特定色成分の強度低減の目標値を補
正する補正値が記憶された補正値記憶部と、
　前記撮像画像データから読み出した前記撮像条件の情報に対応する前記補正値を前記補
正値記憶部から求め、該求めた補正値で前記強度低減の目標値を補正し、前記特定色成分
の強度を変更する強度変更部と、を備えた内視鏡画像表示装置。
【請求項７】
　請求項６記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像条件の情報が、該撮像画像データに対する被検体の観察部位の情報である内視
鏡画像表示装置。
【請求項８】
　請求項６記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像条件の情報が、前記内視鏡が出力する撮像画像のホワイトバランスを調整する
ホワイトバランス調整値の情報である内視鏡画像表示装置。
【請求項９】
　請求項６記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像の情報が、前記内視鏡が有する光源の総点灯時間を表す点灯時間情報であ
る内視鏡画像表示装置。
【請求項１０】
　請求項１～請求項９のいずれか１項記載の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像データが、レーザ光と該レーザ光により蛍光体を励起発光させた光とを含
む分光プロファイルの照明光を用いて撮像した画像データである内視鏡画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、内視鏡から出力される撮像画像を記録した撮像画像データを読み出し、撮像
画像を表示する内視鏡画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　白色の照明光を被検体内に照射して撮像し、観察画像を得る内視鏡が広く用いられてい
る。このような内視鏡においては、可視光を用いる通常光観察に加えて、可視短波長の狭
帯域の光（特殊光）を照射して、生体組織表層の毛細血管や粘膜表面の微細模様の強調表
示を行う狭帯域光観察が可能なものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　一般に、可視短波長の光（例えば、紫色、青色光）は生体組織への深達度が浅く、可視
長波長の光（例えば、赤色光）は生体組織への深達度が深くなる。長波長の光を含む白色
照明光を用いた通常観察においては、生体組織の比較的深い領域からの反射光を含む画像
を観察するのに対して、特殊光観察においては短波長の光を用いるため、主に組織表層か
らの反射光の画像を観察することになる。従って、双方の観察画像は同一の観察位置であ
ってもそれぞれ異なり、内視鏡診断中に適宜切り替えて用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－６８１１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　狭帯域光観察時の照明光には紫や青のＢ光成分が多く含まれており、従って撮像画像は
通常観察時の白色照明画像とは色味の異なる画像となる。このため、狭帯域光観察時の画
像を、予め用意された通常観察画像用の各種画像処理アルゴリズムにより画像処理すると
、画像輝度値の破綻等が生じて意図した画像にならない。特許文献１には、通常光と狭帯
域光とで異なるホワイトバランス補正処理を行うことが記載されている。しかし、狭帯域
光観察時に撮像される画像は、通常観察時に撮像される画像とは照明光のスペクトルの違
いにより色味が異なり、ホワイトバランスを行ってもその色味の差を完全になくすことは
困難である。
【０００６】
　また、内視鏡から出力される動画像を記録装置に記録して、検査後に二次読影する内視
鏡システムもあるが、一般的に記録装置に記録される動画像は、狭帯域光観察時の画像又
は通常観察時の画像のいずれか一方が記録されるのみとなっている。そのため、狭帯域光
観察時の観察画像を、白色光を用いる通常観察時の画像の色調にして、双方の画像を比較
したい場合でも、実際には簡単に行うことはできない。このように、狭帯域光観察時の画
像を記録しても、その利用範囲に制約が多いのが実情となっている。
【０００７】
　本発明は、狭帯域光観察時等の特殊光を用いた記録画像であっても、簡単に通常観察時
の画像の色調に変換して表示でき、これにより、画像間の比較や各種画像処理の適用が可
能となり、内視鏡診断の精度を向上できる内視鏡画像表示装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は下記構成からなる。
　内視鏡から出力される撮像画像を記録した撮像画像データを読み出し、前記撮像画像を
再生表示する内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像データが複数の基本色成分に対する強度情報を有しており、
　前記撮像画像データの特定色成分の強度を選択的に低減させる強度変更手段を備えた内
視鏡画像表示装置。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、狭帯域光観察時等の特殊光を用いた記録画像であっても、簡単に通常
観察時の画像の色調に変換して表示でき、これにより、画像間の比較や各種画像処理の適
用が可能となり、内視鏡診断の精度を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡装置のブロック構成図である。
【図２】図１に示す内視鏡装置の一例としての外観図である。
【図３】紫色レーザ光源からの紫色レーザ光と、青色レーザ光源からの青色レーザ光によ
り照射口から出射される照明光の各分光プロファイルを示すグラフである。
【図４】生体組織の粘膜表層の血管を模式的に表した説明図である。
【図５】（Ａ）は内視鏡装置による観察画像の概略的な表示例で、可視短波長成分を多く
含む狭帯域光を照明光とした場合の観察画像を示す説明図、（Ｂ）は白色光を照明光とし
た場合の観察画像を示す説明図である。
【図６】内視鏡画像表示装置のブロック図である。
【図７】狭帯域光観察時における照明光の分光プロファイルを示すグラフである。
【図８】撮像素子の分光感度特性を示すグラフである。
【図９】Ｂ，Ｇ，Ｒに対する補正係数を示す説明図である。
【図１０】強度変更後の撮像画像データと等価な画像に対する照明光の分光プロファイル
を示すグラフである。
【図１１】検査オーダデータベースに記録される検査オーダ、及びその内容を示す説明図
である。
【図１２】レーザダイオードの総点灯時間と発光強度との関係を示すグラフである。
【図１３】光源装置の他の構成例を示す要部構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　図１は本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡装置の概念的なブロック構成図
、図２は図１に示す内視鏡装置の一例としての外観図である。
　図１，図２に示すように、内視鏡装置１００は、内視鏡１１と、この内視鏡１１が接続
される内視鏡制御装置１３とを有する。内視鏡１１は、内視鏡挿入部１５の先端から照明
光を出射する照明光学系と、被観察領域を撮像する撮像素子１７を含む撮像光学系とを有
する電子内視鏡である。内視鏡１１はコネクタ部１９Ａ，１９Ｂを介して内視鏡制御装置
１３に着脱自在に接続されている。内視鏡制御装置１３は、内視鏡１１から伝送されてく
る画像情報等を表示する表示部２１と、入力操作を受け付ける入力部２３が接続されてい
る。
【００１２】
　内視鏡１１は、図２に示すように、被検体内に挿入される内視鏡挿入部１５と、内視鏡
挿入部１５の先端の湾曲操作や観察のための操作を行う操作部２５と、操作部２５からユ
ニバーサルコード２７を介して接続されたコネクタ部１９Ａ，１９Ｂを備える。なお、図
示はしないが、内視鏡挿入部１５の内部には、組織採取用処置具等を挿入する鉗子チャン
ネルや、送気・送水用のチャンネル等、各種のチャンネルが設けられる。
【００１３】
　内視鏡挿入部１５は、可撓性を有する軟性部３１と、湾曲部３３と、内視鏡先端部（以
降、先端部とも呼称する）３５から構成される。内視鏡先端部３５には、図１に示すよう
に、被観察領域へ光を照射する照射口３７Ａ，３７Ｂと、被観察領域の画像情報を取得す
るＣＣＤ(Charge Coupled Device）イメージセンサやＣＭＯＳ(Complementary Metal-Oxi
de Semiconductor）イメージセンサ等の撮像素子１７が配置されている。また、この撮像
素子１７の光路前方には対物レンズユニット３９が取り付けられている。
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【００１４】
　湾曲部３３は、軟性部３１と先端部３５との間に設けられ、操作部２５に配置されたア
ングルノブ４１の回動操作により湾曲自在にされている。この湾曲部３３は、任意の方向
、任意の角度に湾曲でき、内視鏡先端部３５の照射口３７Ａ，３７Ｂの光出射方向及び撮
像素子１７の観察方向を、所望の観察部位に向けることができる。また、図示は省略する
が、内視鏡挿入部１５の照射口３７Ａ，３７Ｂの外側には、カバーガラスやレンズが配置
される。
【００１５】
　操作部２５には、上記のアングルノブ４１の他、各種の機能を有するスイッチ４３が配
置されており、図１に示す観察モード切替スイッチ４５も配置されている。
【００１６】
　内視鏡制御装置１３は、内視鏡先端部３５の照射口３７Ａ，３７Ｂに供給する照明光を
発生する光源装置４７と、撮像素子１７からの画像信号を画像処理するプロセッサ４９を
備え、コネクタ部１９Ａ，１９Ｂを介して内視鏡１１と接続される。また、プロセッサ４
９には、前述の表示部２１と入力部２３が接続されている。プロセッサ４９は、内視鏡１
１の操作部２５や入力部２３からの指示に基づいて、内視鏡１１から伝送されてくる撮像
信号を画像処理し、表示部２１へ画像データを生成して供給する。
【００１７】
　光源装置４７は、中心波長４４５ｎｍの半導体発光素子である青色レーザ光源ＬＤ１と
、中心波長４０５ｎｍの半導体発光素子である紫色レーザ光源ＬＤ２とを発光源として備
えている。これらの各光源ＬＤ１，ＬＤ２の発光は、光源制御部５１により個別に制御さ
れており、青色レーザ光源ＬＤ１の出射光と、紫色レーザ光源ＬＤ２の出射光との光量比
は変更自在になっている。つまり、光源制御部５１は照明光の色調を自在に制御すること
ができる。
【００１８】
　青色レーザ光源ＬＤ１及び紫色レーザ光源ＬＤ２は、ブロードエリア型のＩｎＧａＮ系
レーザダイオードが利用でき、また、ＩｎＧａＮＡｓ系レーザダイオードやＧａＮＡｓ系
レーザダイオードを用いることもできる。また、上記光源として、発光ダイオード等の発
光体を用いた構成であってもよい。
【００１９】
　これら各光源ＬＤ１，ＬＤ２から出射されるレーザ光は、集光レンズ（図示略）により
それぞれ光ファイバに入力され、合波器であるコンバイナ５３と、分波器であるカプラ５
５を介してコネクタ部１９Ａに導光される。
【００２０】
　コネクタ部１９Ａに供給された中心波長４４５ｎｍの青色レーザ光、及び中心波長４０
５ｎｍの紫色レーザ光が合波されたレーザ光は、光ファイバ５７Ａ，５７Ｂによって、そ
れぞれ内視鏡先端部３５まで導光される。そして、青色レーザ光は、内視鏡先端部３５の
光ファイバ５７Ａ，５７Ｂの光出射端に配置された波長変換部材である蛍光体５９を励起
して蛍光を生じさせる。また、一部の青色レーザ光は、そのまま蛍光体５９内を透過して
前述の蛍光と共に白色照明光として出射される。一方、紫色レーザ光は、蛍光体５９を強
く励起させることなく透過して、狭帯域波長の照明光として出射される。
【００２１】
　図３は、紫色レーザ光源ＬＤ２からの紫色レーザ光と、青色レーザ光源ＬＤ１からの青
色レーザ光により照射口３７Ａ，３７Ｂから出射される照明光の各分光プロファイルを示
している。図中、紫色レーザ光は中心波長４０５ｎｍの輝線で表され、青色レーザ光は中
心波長４４５ｎｍの輝線で表される。また、青色レーザ光によって蛍光体５９が励起発光
した光は、概ね４５０ｎｍ～７００ｎｍの波長帯域で発光強度が増大する分光強度分布と
なる。この励起発光光と青色レーザ光によるプロファイルによって白色照明光が形成され
る。
【００２２】
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　ここで、本明細書でいう白色光とは、厳密に可視光の全ての波長成分を含むものに限ら
ず、例えばＲ，Ｇ，Ｂ等、特定の波長帯の光を含むものであればよく、例えば、緑色から
赤色にかけての波長成分を含む光や、青色から緑色にかけての波長成分を含む光等も広義
に含むものとする。
【００２３】
　蛍光体５９は、青色レーザ光の一部を吸収して緑色～黄色に励起発光する複数種の蛍光
体（例えばＹＡＧ系蛍光体、或いはＢＡＭ（ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17）等を含む蛍光体等）を
含んで構成される。これにより、青色レーザ光を励起光とする緑色～黄色の励起光と、蛍
光体５９により吸収されず透過した青色レーザ光とが合わされて、白色（疑似白色）の照
明光となる。
【００２４】
　再び図１に戻り説明する。上記のように青色レーザ光と蛍光体５９からの励起発光光（
白色照明光）、及び紫色レーザ光により形成される照明光（狭帯域光）を、光源制御部５
１により所望の光量比に設定した照明光は、内視鏡先端部３５から被検体の被観察領域に
向けて照射される。そして、照明光が照射された被観察領域の様子を対物レンズユニット
３９により撮像素子１７上に結像させて撮像する。つまり、得られる撮像画像データは、
レーザ光と、このレーザ光により蛍光体を励起発光させた光とを含む分光プロファイルの
照明光を用いて撮像した画像データである。
【００２５】
　撮像後に撮像素子１７から出力される撮像画像の画像信号は、スコープケーブル６１を
通じてＡ／Ｄ変換器６３に伝送されてデジタル信号に変換され、コネクタ部１９ｂを介し
てプロセッサ４９の内視鏡制御部６５に入力される。内視鏡制御部６５は、入力されたデ
ジタル画像信号を画像処理部６７に送り、画像処理部６７は、デジタル画像信号を画像デ
ータに変換して適宜な画像処理を施すことで内視鏡画像データを生成する。そして、内視
鏡制御部６５は、得られた内視鏡画像データを、内視鏡観察画像として表示部２１に出力
して表示させ、必要に応じてメモリやストレージ装置からなる記憶部６９に記憶させる。
【００２６】
　記憶部６９は、図示例のようにプロセッサ４９に内蔵されてもよく、プロセッサ４９に
ネットワークを介して接続されていてもよく、ネットワーク接続されたサーバ７１に内蔵
されていてもよい。
【００２７】
　図４に生体組織の粘膜表層の血管を模式的に表した説明図を示した。生体組織の粘膜表
層は、粘膜深層の血管Ｂ１から樹脂状血管網等の毛細血管Ｂ２が粘膜表層までの間に形成
され、生体組織の病変はその毛細血管Ｂ２等の微細構造に現れることが報告されている。
そこで、内視鏡診察においては、粘膜表層の毛細血管を画像強調して観察し、微小病変の
早期発見や、病変範囲の診断が試みられている。
【００２８】
　生体組織に照明光が入射されると、入射光は生体組織内を拡散的に伝播するが、生体組
織の吸収・散乱特性は波長依存性を有しており、短波長ほど散乱特性が強くなる傾向があ
る。つまり、照明光の波長によって光の深達度が変化する。そのため、照明光が４００ｎ
ｍ付近の波長域λａでは粘膜表層の毛細血管からの血管情報が得られ、波長５００ｎｍ付
近の波長域λｂでは、更に深層の血管を含む血管情報が得られるようになる。そのため、
生体組織の血管観察には、中心波長３６０～８００ｎｍ、好ましくは３６５～５１５ｎｍ
の光源が用いられ、特に表層血管の観察には、中心波長３６０～４７０ｎｍ、好ましくは
４００～４２０ｎｍの光源が用いられる。また、生体組織の粘膜表面の微細模様について
も、上記波長範囲において毛細血管と同様に強調表示できる。
【００２９】
　図５（Ａ），（Ｂ）に内視鏡装置による観察画像の概略的な表示例を示すように、可視
短波長成分を多く含む狭帯域光を照明光とした場合は、粘膜表層の微細な毛細血管や粘膜
表面の微細模様が鮮明に映出された画像が得られ（図５（Ａ））、照明光を白色光とした
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場合は、比較的粘膜深層の血管像が映出された患部の全体像が得られる（図５（Ｂ））。
【００３０】
　つまり、白色照明光と狭帯域光とを同時に照射した観察画像では、生体組織の粘膜表層
の微細血管や粘膜表面の微細模様が強調され、患部の性状や観察位置を特定しやすい画像
、つまり、患部の内視鏡診断がしやすい観察画像となる。そこで、図１に示す構成の内視
鏡装置１００においては、内視鏡先端部３５から出射する白色光（青色レーザ光及び蛍光
体の発光）と狭帯域光（紫色レーザ光）の各出射光量を、光源制御部５１により、それぞ
れ独立して連続変化可能とし、双方の照明光による反射光が１フレームの撮像画像内で共
に含まれるようにしている。
【００３１】
　白色照明光と狭帯域光との出射光量の比率は、例えば、白色照明光：狭帯域光＝１：４
～１：８等の適宜な比率に設定することで、白色照明で観察部位を明瞭に映出させつつ、
狭帯域光により表層血管や粘膜表面の微細模様を強調して微細血管構造やピットの観察を
容易に行える観察画像が取得される。
【００３２】
　次に、上記構成の内視鏡装置１００により撮像された内視鏡画像データを記憶部に保存
し、この保存された内視鏡画像データに対して画像演算した画像情報を表示することにつ
いて説明する。
　図６は内視鏡画像表示装置のブロック図である。内視鏡装置１００が接続されたネット
ワークには、内視鏡画像表示装置２００が接続されている。内視鏡画像表示装置２００は
、内視鏡１１から出力される撮像画像が記録された撮像画像データを読み出し、撮像画像
をそのまま、又は適宜な演算処理を施して再生表示する装置である。
【００３３】
　内視鏡画像表示装置２００は、撮像画像データの特定色成分の強度を選択的に低減させ
る強度変更手段を備えており、撮像画像データを再生して、記録された通りに表示する以
外にも、前述の狭帯域光を用いる狭帯域光観察時の画像を白色光観察時のような色調に変
更して表示することができる。
【００３４】
　この内視鏡画像表示装置２００は、制御部８１と、撮像画像データを解析する画像解析
部８３と、解析結果に基づいて撮像画像の特定色成分の強度を変更する強度変更部８５と
、強度変更部８５が特定色成分の強度を変更するための補正係数を増減するための補正値
が記憶された補正値記憶部８７とを有する。また、内視鏡画像表示装置２００は、制御部
８１に各種の指示を入力する入力部８９と、強度変更後の画像を表示する表示部９１とを
含んで構成されている。
【００３５】
　いま、内視鏡装置１００により狭帯域光を含む照明光下で撮像して得た撮像画像データ
が、内視鏡装置１００とネットワーク接続されたサーバ７１の記憶部６９Ａに保存されて
いるとする。ここで、内視鏡画像表示装置２００が、記憶部６９Ａから撮像画像データを
読み出し、この撮像画像データを所望の画像演算を施して表示部９１に表示する処理を以
下に説明する。
【００３６】
　内視鏡画像表示装置２００は、記憶部６９Ａから複数の撮像画像データ群の中から所望
の撮像画像データを選択して読み出す。撮像画像データは、青色（Ｂ）、緑色（Ｇ）、赤
色（Ｒ）を含む複数の基本色成分を有する静止画、又は動画データであり、画素単位でＢ
，Ｇ，Ｒの各強度値（輝度値）で定義される画像情報である。狭帯域光観察時に記録した
撮像画像データである場合、その撮像画像データは、全体的にＢ値がＲ，Ｇ値と比較して
高い強度レベルとなっている。
【００３７】
　つまり、狭帯域光観察時においては、図７に示すような分布プロファイルの照明光を照
射して撮像画像データを生成するので、撮像画像データは、狭帯域光（特に中心波長４０
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５ｎｍの紫色光）の成分が他の波長帯と比較して高強度となっている。そのため、狭帯域
光観察時の撮像画像は青味を帯びた画像となっている。
【００３８】
　このような青味を帯びた撮像画像を、予め用意された通常観察画像用、即ち、白色照明
画像用の各種画像処理アルゴリズムにより画像処理すると、画像輝度値の破綻等が生じて
意図した画像にならない。また、狭帯域光観察時の青味を帯びた撮像画像を通常観察時の
色調で見たい場合がある。そこで、本構成の内視鏡画像表示装置２００は、狭帯域光観察
時に撮像した撮像画像データであっても、比較的強度の強い照明光に対応する特定色成分
の強度を選択的に低減させることで、擬似的に白色光照明により得た撮像画像の色調に変
更する機能を備える。これにより、狭帯域観察時の撮像画像データが通常観察時の色調に
変換され、狭帯域光観察時の画像と、同じ位置の通常観察時の画像とを対比して観察する
ことができる。また、各種画像処理アルゴリズムによる画像処理が正常に実施可能となる
。
【００３９】
　具体的には、図８に撮像素子１７の分光感度特性を示すように、図７に示す分光プロフ
ァイルの狭帯域光観察時の照明光では、撮像素子が検出するＢ光成分が、Ｇ光、Ｒ光に対
して高い強度レベルを持つ。そこで、撮像素子から得られる狭帯域光観察時の撮像画像デ
ータを次のように演算処理して画像の色調を変更する。
【００４０】
　撮像画像データのＢ色成分をＦｂｐij、Ｇ色成分をＦｇｐij、Ｒ色成分をＦｒｐijとし
、色調変更後の撮像画像データのＢ色成分をＦｂｑij、Ｇ色成分をＦｇｑij、Ｒ色成分を
Ｆｒｑijとしたとき、色調変更後の撮像画像データ（Ｆｂｐij，Ｆｇｐij，Ｆｒｐij）を
、補正係数Ｋを用いて（１）～（３）式から求める。ただし、ｉ，ｊは撮像画像の画素位
置を表す指標である。
　Ｆｂｑij　＝　Ｋｂ　・　Ｆｂｐij　・・・（１）
　Ｆｇｑij　＝　Ｋｇ　・　Ｆｇｐij　・・・（２）
　Ｆｒｑij　＝　Ｋｒ　・　Ｆｒｐij　・・・（３）
【００４１】
　上式において、補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒは、色調変更後の撮像画像データ（Ｆｂｐ，
Ｆｇｐ，Ｆｒｐ）のＢ色成分の強度値が選択的に低下するように設定する。例えば、Ｂ色
成分に対する強度低減の目標値を、Ｂ色以外のＧ色やＲ色の少なくともいずれかの強度に
設定する。上記例では、白色照明光と狭帯域光との出射光量の比率に対応させて、図９に
示すように、Ｋｂを１／４～１／８の範囲に設定し、Ｋｇ，Ｋｒは１に設定する。
【００４２】
　上記の補正係数Ｋｂにより色調が変更された画像は、擬似的に図１０に示すような分光
プロファイルを有する照明光により撮像された画像と等価になる。つまり、変更後の撮像
画像データは、図７に示す中心波長４０５ｎｍ付近の狭帯域光成分の光量が選択的に低減
され、照明光が白色光に近いフラットな分光プロファイルとなって照射されたときの撮像
画像に近い画像になる。換言すれば、Ｋｂの値は、狭帯域光観察時のＢ光成分が強調され
た撮像画像データを、白色照明光による観察時のような撮像画像データに変換できる値に
設定される。
【００４３】
　上記の処理について図６を用いて説明する。図６に示す内視鏡画像表示装置２００では
、入力部８９から強度変更処理の要求があったとき、画像解析部８３は、サーバ７１の記
憶部６９Ａから読み込んだ撮像画像データに対して、Ｂ色成分、Ｇ色成分、Ｒ色成分の強
度差を解析して、撮像画像データの基本色の中から強度を低減させる特定色成分を決定す
る。狭帯域光観察時の撮像画像においては、青色成分が特定色成分となる。
【００４４】
　強度変更部８５は、画像解析部８３により決定した特定色成分に対する強度の変更を上
記（１）～（３）式に基づいて行う。そして強度変更部８５は、特定色成分の強度変更し
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た撮像画像信号を生成し、制御部８１は、この撮像画像信号を表示用信号に変換して表示
部９１に表示させる。
【００４５】
　補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒは、予め定めた規定の値を設定する以外にも、入力部８９の
操作によって任意に変更することができる。例えば、入力部８９をロータリースイッチや
スライドスイッチ等で構成し、スイッチ操作によって補正係数を段階的に変更することが
できる。また、ボリュームスイッチ等を用いれば任意の値に連続的に増減調整できる。入
力部８９で補正係数を設定する場合、表示部９１に表示させた画像を観察しながら入力部
８９を操作して、特定色成分の強度変更度合いを視覚的に確認しながら調整することがで
き、所望の画像に簡単に調整することができる。
【００４６】
　特定色成分の強度を任意に変更可能にすることで、上記のような狭帯域光観察において
撮像画像データの青色成分の強度を変更する場合、組織表層から深さ方向に異なる微細血
管の様子を画像上で確認することができる。これにより、患者の生体組織内における血管
の三次元分布を調べることができ、診断精度が向上する。
【００４７】
　また、撮像画像データが、レーザ光による狭帯域光と、このレーザ光により蛍光体を励
起発光させた光とを含むブロードな分光プロファイルの照明光を用いて撮像した画像デー
タである場合、レーザ光による狭帯域光成分だけの強度レベルの調整が行い易くなる。例
えば、複数の基本色成分を検出する撮像素子により撮像画像データを得るときに、狭帯域
光が、複数の基本色成分に跨って検出されず、かつ、蛍光体からの励起発光させた光とは
異なるいずれか１つの基本色成分（例えば青）だけに含まれるようにすることができる。
これにより、狭帯域光の含まれる基本色成分だけの強度補正を容易に行うことができる。
【００４８】
　また、補正値記憶部８７は、補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒを決定するためのテーブル情報
を記憶している。補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒは、内視鏡画像表示装置２００の操作者が決
定する以外にも、このテーブル情報を用いることで、決定された補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋ
ｒの値を内視鏡や撮像条件に対応して増減補正し、より適正な強度変更が可能となる。
【００４９】
　補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒの値を増減補正するものとして、例えば次のような場合が挙
げられる。
１）撮像画像データに映出されている被検体の観察部位に応じて補正係数を増減補正する
。
２）内視鏡装置１００の撮像光学系のキャリブレーション結果に応じて補正係数を増減制
御する。
３）光源装置４７の各光源ＬＤ１，ＬＤ２の総点灯時間に応じて補正係数を増減制御する
。
【００５０】
　これらの被検体の観察部位の情報、キャリブレーション結果の情報、総点灯時間の情報
は、撮像画像データの記憶部６９Ａへの記録時に、撮像画像データのデータ記録構造のう
ち、ヘッダ部に記録しておく。
【００５１】
　被検体の観察部位については、内視鏡装置が撮像した撮像画像データを図６に示す記憶
部６９に記録する際、内視鏡装置がサーバ７１の検査オーダデータベース７２を参照して
、記録する撮像画像データがどの検査による画像であるかを判別し、その画像に対応する
観察部位の情報を撮像画像データのヘッダ部に書き込む。
【００５２】
　図１１に検査オーダデータベースに記録される検査オーダ、及びその内容を示すように
、内視鏡装置が行った検査の撮像画像データは、検査Ｎｏや患者ＩＤ等に紐付けられてお
り、どの検査オーダのものであるかが特定される。内視鏡装置は、特定された検査オーダ
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の内容を参照して、その検査オーダの観察部位の情報、例えば、「食道」、「胃」、「十
二指腸」等を、内視鏡検査途中や検査後に撮像画像データのヘッダ部に書き込む。
【００５３】
　そして、撮像画像データを読み込んだ内視鏡画像表示装置２００は、制御部８１が撮像
画像データのヘッダ部から観察部位の情報を読み出す。制御部８１は、その観察部位に対
応する補正値を、補正値記憶部８７を参照して求める。補正値記憶部８７では、患者の観
察部位に応じて画像の色味が異なるので、赤味の強くなる「胃」ではＲ色成分の強度を低
下させる補正値、黄色味が強くなる「十二指腸」ではＧ成分、Ｒ色成分の強度を共に低下
させる補正値が予め登録されている。即ち、撮像画像データの観察部位に応じて、補正値
記憶部８７から適合する補正値を求め、この補正値に基づいて撮像画像データの特定色成
分に対する強度低減目標値を補正する。つまり、特定色成分が特定され、一旦設定された
補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒの値を、観察部位に応じた補正値によって増減補正する。
【００５４】
　次に、撮像光学系のキャリブレーション結果に応じて補正係数を増減補正する場合を説
明する。ホワイトバランス調整は、内視鏡検査前に内視鏡挿入部１５（図２参照）の先端
に内側を白くした筒状のホワイトキャップを装着して、所定の照明光を照射し撮像する。
そのときの撮像画像の色調が、正確な白色に表示されるようにＢ色成分、Ｇ色成分、Ｒ色
成分の強度値のバランスを調整するものである。
【００５５】
　記憶部６９（図１参照）は、設定されたホワイトバランスの情報を記憶し、画像処理部
６７は、撮像素子１７から出力される画像信号をホワイトバランスの情報を参照して常に
適正な色バランスとなるよう補正する。
【００５６】
　しかし、特定色成分の強度を選択的に低減させる場合、撮像画像データのホワイトバラ
ンス調整は不要であり、寧ろ、撮像素子からの正確な検出信号をそのまま使用する点では
、ホワイトバランス調整前の強度値に戻すことが望ましい。そこで、ホワイトバランス調
整後に記録された撮像画像データをホワイトバランス調整前の各強度値に変更するため、
撮像画像データのヘッダ部からホワイトバランスの情報を読み出して、前述のＢ色成分の
強度値を選択的に低下する処理と合わせて演算処理する。この処理によって、ホワイトバ
ランス調整による強度変化分がキャンセルされて、より正確な撮像画像の情報を表示させ
ることができる。
【００５７】
　次に、光源装置４７の各光源ＬＤ１，ＬＤ２の総点灯時間に応じて補正係数を増減制御
する場合を説明する。図１に示す各光源ＬＤ１，ＬＤ２は、光源制御部５１からの制御に
より点灯制御されている。光源制御部５１により各光源ＬＤ１，ＬＤ２を点灯させた時間
はタイマ９５が計測している。一般に、レーザダイオード等の発光素子は、経時劣化によ
る発光強度の変化が認められ、点灯時間の増加に伴って発光強度が徐々に低下する特性を
有する。
【００５８】
　図１２にレーザダイオードの総点灯時間と発光強度との関係を示した。同図に示すよう
に、総点灯時間ｔａのときに発光強度がＰａであった場合、この発光強度に基づいて特定
色成分の低減のための補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒを決定すると、総点灯時間ｔｂで発光強
度がＰｂに下がったときには、補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒが適正値からずれることになる
。
【００５９】
　そこで、検査時における光源の光量に応じて各補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒを適正にする
ため、撮像画像データのヘッダ部から総点灯時間の情報を読み出す。そして、記憶部６９
（図１参照）に記憶された総点灯時間と発光強度の関係に基づいて、発光強度の低下分に
相応する補正値を求め、一旦設定された補正係数Ｋｂ，Ｋｇ，Ｋｒの値をこの補正値によ
って増減補正する。この処理によって、光源の経時劣化の影響を受けることなく、常に正
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確な撮像画像の情報を表示させることができる。
【００６０】
　以上説明した内視鏡装置１００の光源装置４７においては、狭帯域光を紫色レーザ光に
より生成していたが、発光ダイオードで生成することも可能であり、更に他の構成にする
こともできる。
　図１３に光源装置の他の構成例を示す。光源装置４７Ａは、キセノンランプ、ハロゲン
ランプ、メタルハライドランプ等の白色光源１０１と、光量調整用の可動スリット１０３
と、モータ１０５により回転フィルタ１０７を回転駆動するフィルタユニット１０９と、
白色光源１０１、可動スリット１０３、モータ１０５を制御する光源制御部１１１とを備
える。回転フィルタ１０７は、各色光を取り出すためのＲフィルタ、Ｇフィルタ、Ｂフィ
ルタと、前述した可視短波長の狭帯域光を取り出すための特殊光フィルタとが配置されて
いる。
【００６１】
　回転フィルタ１０７を透過した光は、集光レンズ１１３を介して光ファイババンドル１
１５に入射され、光ファイババンドル１１５を通じて内視鏡１１の先端部３５まで導光さ
れる。そして、内視鏡先端部３５から被検体に向けて照明光として照射される。撮像光学
系は前述の図１に示す構成と同様であるので、ここでは説明を省略する。
【００６２】
　本構成例は、回転フィルタ１０７の回転に同期して撮像することで、Ｒ画像、Ｇ画像、
Ｂ画像、狭帯域光画像をそれぞれ順次取得し、これらの画像（Ｒ画像＋Ｇ画像＋Ｂ画像、
Ｇ画像＋狭帯域光画像　等）を同時化処理して一枚のカラー画像を生成する面順次式の光
学系となる。
【００６３】
　この光源装置を用いて狭帯域光観察を行う場合に得られる撮像画像データは、狭帯域光
によるＢ色成分の強度が高くなっている。そこで、前述したように、Ｂ色成分の強度を他
のＧ，Ｒ色成分の強度に対して選択的に低減する処理を行うことで、通常観察時に観察さ
れるような画像に変更できる。
【００６４】
　本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、明細書の記載、並びに周知の技術
に基づいて、当業者が変更、応用することも本発明の予定するところであり、保護を求め
る範囲に含まれる。例えば、狭帯域光観察時の画像に対しては撮像画像データの青色成分
の強度を選択的に低減するが、青色光以外の波長帯の照明光を強く照射する場合でも、強
く照射した光成分の検出強度を低減させることで、前述と同様の作用効果が得られる。
【００６５】
　以上の通り、本明細書には次の事項が開示されている。
（１）内視鏡から出力される撮像画像を記録した撮像画像データを読み出し、前記撮像画
像を再生表示する内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像データが複数の基本色成分の強度情報を有しており、
　前記撮像画像データの特定色成分の強度を選択的に低減させる強度変更手段を備えた内
視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、撮像画像データが、特定波長帯の出射光強度を高め
た照明光を用いて撮像した画像データであっても、その特定波長帯成分の強度（輝度値）
を選択的に低減させることで、通常観察時の色調に変換して表示できる。これにより、画
像間の比較や各種画像処理の適用が可能となり、内視鏡診断の精度を向上できる。
【００６６】
（２）　（１）の内視鏡画像表示装置であって、
　前記特定色成分が青色成分である内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、青色の基本色成分を低減することで、例えば狭帯域
光観察時の照明光のうち、Ｂ光成分を選択的に低減した画像を表示できる。
【００６７】
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（３）　（２）の内視鏡画像表示装置であって、
　前記青色成分の強度が、波長４００ｎｍ乃至４２０ｎｍの波長帯の光成分の強度を含む
内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、特に生体組織表層の毛細血管や粘膜表面の微細模様
の強調表示を行った撮像画像データに対する強度変更が行える。
【００６８】
（４）　（１）～（３）のいずれか１つの内視鏡画像表示装置であって、
　前記強度変更手段が、前記特定色成分に対する強度低減の目標値を任意に設定する入力
部を備えた内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、特定色成分の強調表示の度合いの変更や、強調表示
の解除を自在に行うことができる。
【００６９】
（５）　（１）～（４）のいずれか１つの内視鏡画像表示装置であって、
　前記強度変更手段が、前記特定色以外の少なくともいずれかの基本色に対する強度を前
記特定色成分の強度低減の目標値とする内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、特定色成分の強度を他のいずれかの基本色に対する
強度と同じレベルに低減することで、通常観察時の撮像画像と同じ色調に近づけることが
できる。
【００７０】
（６）　（１）～（５）のいずれか１つの内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像データが、前記複数の基本色成分の強度の情報と、該撮像画像データに対
する撮像条件の情報とを含んで構成され、
　前記強度変更手段が、前記撮像条件に対応して前記特定色成分の強度低減の目標値を補
正する補正値が記憶された補正値記憶部と、
　前記撮像画像データから読み出した前記撮像条件の情報に対応する前記補正値を前記補
正値記憶部から求め、該求めた補正値で前記強度低減の目標値を補正し、前記特定色成分
の強度を変更する強度変更部と、を備えた内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、撮像画像データに対する撮像条件に応じて特定色成
分の強度低減の目標値を変更することで、撮像条件に対応させた強度変更が行える。
【００７１】
（７）　（６）の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像条件の情報が、該撮像画像データに対する被検体の観察部位の情報である内視
鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、被検体の観察部位に応じて、撮像画像データの強度
を低下させる度合いを調整するので、観察部位毎に適正な強度変更が行える。
【００７２】
（８）　（６）の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像条件の情報が、前記内視鏡が出力する撮像画像のホワイトバランスを調整する
ホワイトバランス調整値の情報である内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、内視鏡のホワイトバランスの調整値に応じて、撮像
画像データの強度を低下させる度合いを調整するので、ホワイトバランス調整による強度
変化分がキャンセルされて、より正確な撮像画像の情報を表示させることができる。
【００７３】
（９）　（６）の内視鏡画像表示装置であって、
　前記撮像画像の情報が、前記内視鏡が有する光源の総点灯時間を表す点灯時間情報であ
る内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、光源の経時劣化の影響を受けることなく、常に正確
な撮像画像の情報を表示させることができる。
【００７４】
（１０）　（１）～（９）のいずれか１つの内視鏡画像表示装置であって、
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　前記撮像画像データが、レーザ光と該レーザ光により蛍光体を励起発光させた光とを含
む分光プロファイルの照明光を用いて撮像した画像データである内視鏡画像表示装置。
　この内視鏡画像表示装置によれば、レーザ光による狭帯域光と、蛍光体からの発光光で
あるブロードな分光プロファイルの照明光とを組み合せて照射して撮像した画像データで
あるため、狭帯域光成分だけの強度レベルの調整が行い易くなる。例えば、複数の基本色
成分を検出する撮像素子により撮像画像データを得る場合に、狭帯域光が、複数の基本色
成分に跨って検出されず、かつ、蛍光体からの励起発光させた光とは異なるいずれか１つ
の基本色成分だけに含まれるようにすることができる。これにより、狭帯域光の含まれる
基本色成分だけの強度補正が容易に行うことができる。
【符号の説明】
【００７５】
　１１　内視鏡
　１３　内視鏡制御装置
　１７　撮像素子
　４７　光源装置
　４９　プロセッサ
　５１　光源制御部
　５７Ａ，５７Ｂ　光ファイバ
　５９　蛍光体
　６５　内視鏡制御部
　６７　画像処理部
　６９　記憶部
　７１　サーバ
　８１　制御部
　８３　画像解析部
　８５　強度変更部
　８７　補正値記憶部
　９１　表示部
　９５　タイマ
１００　内視鏡装置
２００　内視鏡画像表示装置
ＬＤ１　青色レーザ光源
ＬＤ２　紫色レーザ光源
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